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木更津駐屯地に関する協議会部会の開催結果について 

 

１ 開催日 

   令和４年８月５日（金） 

 

２ 開催場所 

   中央公民館 第７会議室 

 

３ 議題 

   木更津駐屯地に配備されている航空機の運用に関する懸念事項等について 

 

４ 懸念事項等と対応方策 

 

 （１）事前確認 

 ※〇部会委員の懸念事項、●木更津駐屯地の対応方策 

  

（漁業協同組合部会） 

① 潮干狩り場が開場している際に上空を飛行していることがあり、騒音で会話

ができないなどの影響があったことから、改めて潮干狩り場の開場時は配慮

をお願いしたい。（新木更津市漁業協同組合） 

❶ 潮干狩期間中の飛行について、これまでも飛行経路や時間帯等を配慮してき

たところですが、引き続き、潮干狩り期間における飛行要領について配慮する

よう、飛行部隊に徹底していきます。 

 

② 潮干狩り場が開場しているときにオスプレイが飛行しており、集客に影響を

及ぼすのではないかと懸念していることから、潮干狩り場が開場している際の

飛行について配慮願いたい。また、現在、潮干狩り場が開場している際のオス

プレイの飛行で配慮していることについて伺いたい。（金田漁業協同組合） 

❷ オスプレイに限らず、木更津駐屯地所在の飛行部隊については、周辺潮干狩

場の運営状況を周知するとともに、潮干狩場上空の飛行を避けるなど、可能な

限り騒音配慮に努めています。 

 

③ オスプレイの編隊飛行訓練が行われると、騒音による影響がより懸念される

ことから、潮干狩り場が開場している際のオスプレイの編隊飛行訓練は極力控

えるなど、配慮願いたい。（金田漁業協同組合） 

❸ 潮干狩場開場期間中の編隊飛行訓練の制限については、年間を通じて部隊

の能力の維持向上のため必要な訓練を実施しており、一概に訓練内容を制限

することは困難ですが、可能な限り騒音配慮に努めていきます。 
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④ オスプレイが安全な機体かどうか、日々、訓練を実施している部隊からみて、

他の航空機等と比較して、オスプレイの安全性について伺いたい。（金田漁業協

同組合） 

❹ オスプレイは、米国政府が安全性・信頼性を確認した上で量産されたもので

す。日本政府も、米オスプレイの普天間飛行場への配備に先立ち独自に安全性

を確認しています。平成２６（２０１４）年に我が国もオスプレイを導入することを

決定しましたが、その検討過程のみならず、導入が決定された後も各種技術情

報を収集・分析し、安全な機体であることを確認しています。 

また、米国留学を終了した陸自隊員を中心に、実際の機体を用いて操縦や整

備を行っており、オスプレイが信頼できる機体であることを改めて認識してい

るところです。 

 

（区長部会及び木更津市） 

⑤ 場周経路を使用した陸自オスプレイの訓練において、西側固定翼場周経路下

の中で特に住宅が密集している金田地区中島の住民が幾度となく騒音への配

慮を求めていることから、例えば、同じ経路を続けて飛行しない、転換モードで

飛行しないなど、可能な限り、地域の実情に応じた運用上の工夫をお願いした

い。（中島地区） 

❺ オスプレイの場周経路における離着陸訓練実施時は、連続した場周経路使用

を避けるため、場周経路を一旦離脱する等配慮しています。また、騒音苦情が

寄せられた場合は、無線で飛行中の航空機に対して、注意喚起するとともに、

可能な範囲で訓練課目の変更や当該地域を離れるまたは避けるようにしてい

ます。併せて、騒音苦情が寄せられたことを飛行部隊の各操縦士にも注意喚起

しています。 

 

⑥ 転換モードで飛行している際の騒音レベルが高いという苦情が寄せられてい

る。場周経路を使用した陸自オスプレイの訓練においては、例えば西側固定翼

場周経路を飛行する際に、滑走路の延長線上で速やかに転換モードから固定

翼モードへ切り替えるなど特定の地域で騒音レベルの高い状態が続かないよ

う配慮することは可能か。（中島地区） 

❻ 飛行場運用規則に基づき、飛行経路を飛行しております。また、飛行に際して

は安全に支障のない範囲で当日の天候を加味した上で騒音に配慮して飛行を

実施しております。 

 

⑦ 木更津駐屯地内の洗機場は住宅地に近接しており、陸自オスプレイがエンジ

ンをかけて行う洗浄に伴い、騒音レベルが８０dＢと高い状態が長時間続くこと

があると認識している。このようなことから、陸自オスプレイを洗機する際には

特定の地域において長時間騒音レベルの高い状態が発生し続けないような工

夫はできないか。（中里２丁目地区） 

➐ 木更津駐屯地内において、油分離層を併設したエンジン洗浄場は、当該場所

にしかありません。また航空機の特性上、オスプレイのエンジン洗浄はエンジン
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を垂直に立てて、排気口が下向きになった状態で行うため、航空機の方向によ

る騒音低減効果は他の機種と比較して小さいと認識しています。（CH-47は

排気口を海側に向けて実施） 

今後、エンジン洗浄場の周りに防音壁を設置する等の処置についても上級部

隊と調整します。 

 

⑧ 陸自オスプレイの運用が本格化した昨年度から、令和２年度１件、令和３年度

３６件、令和４年度は７月末時点で既に３０件と市に対して市民からの問い合わ

せが増加していることから、その内容を市も記録し、駐屯地へお伝えしている

が、駐屯地内でどのように共有されているのか確認したい。（木更津市） 
➑ 市民の方からのご意見については、頂いた時点で発生している場合について

は、速やかに無線で飛行中の航空機に対して注意喚起するとともに、可能な範

囲で訓練課目の変更や当該地域を離れる又は周辺の飛行を避けるようにして

います。また、木更津駐屯地司令に報告するとともに、木更津駐屯地に所在す

る各飛行部隊に情報提供して注意喚起を行っています。 

 

⑨ オスプレイについて、離着陸場所に近い地域に住んでいる住民から、低空で

自宅上空を飛行することがあり、落ちるかもしれないという恐怖感と、低空飛

行のため騒音をより大きく感じている。との声があった。離着陸時に同じ場所

ばかりを通らないようにする等配慮していただきたい。（久津間地区） 

❾ 駐屯地北側に向かって離陸する場合は、飛行場内で早期に高度を獲得する、

また、駐屯地北側から着陸する場合は、可能な限り高度を保った状態で飛行場

内に進入する等可能な限り騒音低減できるよう配慮しています。 

 

⑩ オスプレイについて、最近になって自宅上空を飛行するようになったという

声が上がっている。飛行頻度が増えたことでそう感じるようになった可能性も

あるが、飛行経路はどのように設定されているのか。時間帯によって変わった

りするものなのか。（久津間地区） 

❿ 国が定める航空法及び陸上自衛隊の規則に基づき、航空機の安全な運航の

ため、飛行場周辺の状況、配備されている航空機の種類、飛行場内の施設、周

辺空港の航空機の運航状況などを総合的に考慮して場周経路が設定されてい

ます。 

固定翼機が使用する場周経路については時間帯による変化はありません

が、回転翼機が使用する場周経路については、騒音配慮のため時間帯によって

変更しています。 

 

 （２）事前確認（その他） 

 ※〇質問等、●回答 

 

① 暫定配備期間の再確認をしたい。また、暫定配備終了後の定期機体整備につ

いて、新格納庫が建設されることによって配備機数が増加し、騒音の被害が再



資料１ 

 4 / 6 

 

度拡大するような事態になるのではないか懸念する声が上がっている。（久津

間地区） 

（暫定配備の期間について） 

❶ 陸自オスプレイの暫定配備の期間については、渡辺市長と河野前防衛大臣の

間で、配備の開始から５年以内を目標とすることについて確認しています。ま

た、令和２年２月１４日付けで、市が防衛省との間で取り交わした合意事項の中

でも、暫定配備期間を明記しています。市としては、陸自オスプレイの暫定配備

に関する市民の皆様の負担は、５年以内であります。 

また、防衛省からは、防衛省として、５年以内の陸自オスプレイの暫定配備期 

間を目標とさせていただく旨の回答をしたからには、佐賀県の有明海漁協との

協議の加速化を含め、防衛省として取り得る、あらゆる措置を取る所存である

と伺っています。 

いずれにいたしましても、市としては、引き続き、５年以内を目標とする暫定

配備期間の遵守を防衛省に求めてまいります。 

（定期機体整備用の新格納庫建設に係る騒音等の負担増について） 

❶ 防衛省からは、木更津駐屯地内において、新たに建設しています２棟の格納

庫については、日米オスプレイの整備用の格納庫として、米側の整備需要（最大

同時７機整備）と今後整備が見込まれる陸自オスプレイの整備需要に対応する

ため新しく格納庫を整備すると伺っています。 

また、定期機体整備が開始される前の平成２７年１１月に防衛省から受けた

説明では、整備の対象となる米海兵隊オスプレイの機数は年５機から１０機程

度、１機あたりの整備工期は３か月から４か月程度であり、昨年７月からの米海

兵隊オスプレイの定期機体整備においては、米軍は最大で同時７機の整備を想

定しており、整備工期は約１年４カ月に延長された結果、当初想定された飛行

の年間回数より必ずしも増加するとは見込まれないと防衛省からは伺ってい

ます。 

いずれにいたしましても、市民の皆様の安全・安心の確保のため、今後も定

期機体整備の状況を注視し、状況に応じて適切な対応をとってまいります。 

 

② 木更津駐屯地内の新格納庫建設について、工事車両を見かけないが、格納庫

の工事は着手しているのか。（江川地区） 

❷ 防衛省北関東防衛局によりますと、当初、格納庫の建設工事については、６月

下旬頃を予定していましたが、防衛省内の手続きに時間を要したことから、今

月２２日から工事に着手し、１０月１日以降から、本格的な工事（植物伐採等）が

開始されるとのことです。 

 

③ 畔戸区内で第一種防音区域に指定されている地域とされていない地域があ

る。騒音の負担感としては指定されていない地域も同様であるにも関わらず、

騒音に関する助成がないため、見直していただきたい。（畔戸地区） 

❸ 第１種防音区域の見直しに関するご要望については、防衛省へ伝えておりま

す。また、本日、出席している北関東防衛局の職員の皆さんは、ご要望の内容
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について承知しています。 

また、第１種防音区域の対象外となった地域における防音対策については、

市が交付しています木更津駐屯地周辺地域等振興交付金をご活用いただけれ

ばと思います。 

 

５ その他 

（漁業協同組合部会） 

【意見・要望】 

⑴新格納庫の建設について、江川地区の船溜まりの付近に建設するのであれ

ば、事前の調整をしていただきたい。 

⑵部会の開催にあたり、市からの事前確認に係る回答の期限が短い。 

⑶潮干狩りは営業日と不適日があるが、不適日に飛行するような配慮をしてい

ただきたい。 

    

【質問】 

※〇質問、●回答  

① 潮干狩りの開催期間中のオスプレイの飛行について、木更津駐屯地の対応

方策では、配慮するとのことだが具体的にどのように配慮するのか数値等で

示していただきたい。 

❶ 従前から潮干狩りの開催期間中については、木更津駐屯地の飛行部隊で 

は、潮干狩り場を避けて飛行するよう配慮している。数値等で示すことは難

しいが、一方で、更に飛行部隊に対して、各潮干狩り場の開催日程や時間を

各部隊に提示し、上空を避けるなど、徹底を図る。 

 

② オスプレイの夜間飛行に係る騒音が酷く、１０時頃まで飛行していたことが

あった。昨年の部会で、駐屯地から何時頃に飛行するかは答えられないと回

答があったが、もう少しどうにかならないか。 

❷ 夜間飛行の具体的な時間は、部隊の能力等に関わることなので明らかにす

ることはできないが、苦情をいただいていることもあり、部隊としては、訓練

等で夜遅くまで飛行することは、極力避けるよう徹底している。 

 

（区長部会） 

【意見・要望】 

⑴防衛省が告示した住宅防音工事の対象区域である第一種区域の範囲につい

て、音の問題にも関わらず同じ区内で対象区域に区切りがあり、区内で差が

生じている状況についてしっかりと理解していただきたい。 

⑵５年間の暫定配備期間は必ず守っていただきたい。 

⑶佐賀の状況について中間報告していただきたい。 

⑷オスプレイの安全性について疑問を持っている方もいると思うが、専門書を

読んでも安全であることは明白なので、安全性については問題ないと打ち出

していただきたい。 
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⑸新格納庫の建設工事に係る工事車両の通行にあたり、危険な箇所に誘導員を

配置していただきたい。 

⑹オスプレイの体験搭乗について、地域住民の理解を広めるという意味で効果

があると思うので、検討していただければと思う。 

⑺騒音に配慮するのであれば、風向きについても配慮していただきたい。特に

風向きが南西のときは気を付けていただきたい。 

 

【質問】 

① 暫定配備が終わって、定期機体整備のみになると、木更津の空は変わるの

か。 

❶ 暫定配備の終了後も駐屯地で整備を行っていくことになる。整備が終わる

と、整備確認飛行が行われるので、全く飛行がなくなるということはないと

考えられるが、今後どのような運用になるかについては決まっていないの

で、確たることは申し上げられない。 

 

② 木更津駐屯地における飛行訓練の回数を開示することはできるか。 

❷ 自衛隊の能力を類推できる可能性があることから公表することはできな

い。 

 

③ 夜間飛行訓練は何時頃まで行われるのか。 

❸ 第一ヘリコプター団は、国際任務や日本国内の災害等の任務に対応するこ

ともあり、飛行について時間の制約は設けられていないが、住民の方々の

生活もあり、地域の方に理解をいただくという観点では協力していかなけ

ればならないという認識を持っている。一方で、時間を明らかにすることは

自衛隊の能力を類推できる可能性があることから明示することはできない

が、各部隊へは最低限の時間で実施するよう徹底する。 

 

 

 


